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　日本初の官立西洋美術教育機関は、画家、彫刻家、建築家の 3人のイタリア人教師を招いて 1876
（明治９） 年から 1883 （明治 16） 年の間に開設された工部美術学校である。日本近代美術史上におい
て周知のことだが、ここにはいくつもの不可思議な点がある。なぜ、美術学校が殖産興業政策を担う
工部省に置かれたのか。なぜ、それが西洋美術の教育機関という形をとったのか。なぜ、イタリア人
が教師となったのか。
　ここには、 「美術」 概念を巡る認識の生成プロセスが影を落としている。また、国内における政策上
の思惑が錯綜している。当時の日本を巡る国際的な政治状況の影響もあるだろう。工部美術学校を巡
るこれまでの研究では、こうした枠組みにおいて十分に考察されてきたとはいえまい。
　既往研究に欠けた本質的問題の解決のために、本書では、工部美術学校をイタリア王国側から見る
こと、工部美術学校を日本国とイタリア王国という国家間の外交施策上の問題として見ること、工部
美術学校を当時の国際情勢に位置づけること、の３つの研究方法を設定し、その根本にイタリアにお
ける一次史料の博捜とその読解・分析を据えた。工部美術学校の創設から終焉に至る経緯、工部美術
学校に対するイタリア王国の対応とイタリアにおける教師選抜の実態、５名のイタリア人教師の経歴
を明らかにし、工部美術学校という存在がイタリア王国の美術外交という政策において極めて大きな
意味をもっていたことを指摘する。
　巻末に、イタリア国立中央公文書館所蔵の工部美術学校の開校から廃校に至るまでの経緯を語る
150 余点の公文書を含む関連史料を翻刻、訳出する。
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術学校について、その創設（1876 年）から廃校（1883 年）までの経緯を、イタ

リアに残された公文書の発掘と分析により、日伊双方から解明し、文化史、美術

史、美術教育史的観点から考察する、我が国における西洋美術受容黎明期の実態

を解明する近代史の労作である。
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